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図2．アトピー型喘息患者の性別による検討
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図3．各年令別アトピー型喘患者の発症年令によ
　　　る検討
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表1，各年令別アトピー型喘息患者の既往歴による検討
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表2．各年令別アトピー型喘息患
　　　者の家族歴（気管支喘息）
　　　による検討
5．末梢血好酸球による検討
’各年令の平均値は，0～20才9．5％，21～40才
12，9％，41～60才9．7％，61才以降8．3％とほぼ同
様に正常値よりやや高い値を示した。（図4）
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6．血清IgE値による検討
　各年令の平均血清IgE値は，0～20才1236．81U〆
ml，21～40才479．51U／ml，41～60才1108．91U／
ml，61才以降1050．41U／m1であり，21～40才で
1噛酬・⊥．7563
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図4．各年令別アトピー型喘息患者の好酸球によ　　図5，
　　　る検討
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各年令別アトピー型喘息患者の血清IgE値
による検討
中高年令者のアトピー型喘息 45
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図6，各年令別アトピー型喘息患者の皮内反応陽
　　　性率による検討
平均血清IgE値が低いほかはほぼ同様の値を示し
ていた。また，20001U／m1以上の著名高値を示
す症例は0～20才の年令に比較的多く認められた。
（図5）
7．皮内反応による検討
　皮内反応は即時型のみで判定した。ハウスダス
ト陽性率は各年令順に100％，80％，68．4％，
57．1％と年令が高くなるに従って低くなる傾向に
あり，反対にカンジダでは26．7％，58．3％，50％，
85．7％と陽性率が高くなる傾向が認められた。ま
たアスペルギルスも41才以降で陽性率が高くなる
傾向を示した。（図6）
考　　案
　中高年のアトピー型喘息患者では，年令，性別，
発症年令，既往歴，皮内反応の5項目にいくつか
の特徴が認められた。
　中高年の喘息にはアトピー型が少ないという
結果であるが，これは小児喘息の自然寛解，加齢
による免疫能の低下が考えられる。また，川上ら
によれば，60才以上の喘息患者で，アトピー型は
9％，混合型45．5％，感染型45．5％となっている3も
今回のアトピーの定義からすれば混合型も一部含
まれることになり16．3％はそんなにかけ離れた数
値ではなさそうである。
　性別では，当院の0～20才の症例のほとんどが
学童期の者であり，松村らの報告4）のように男女
比はほぼ2：1になっていた。また，21～40才で
女性が多いのは全喘息患者に於て女性の20代に一
つのピークがある5）のを反映したものであろう。
しかし，中高年になると，全体では男女比はほぼ
1：1であるのに対し，アトピー型では男性の方
が多い傾向にあるのは興味ある結果であった。
　発症年令は年令と共に高くなり，中高年のアト
ピー型喘息患者26人の内41才以降に発症した者は
13人でアトピー型喘息でも中高年発症例は決して
少なくないと思われた。
　若年者にアトピー性皮膚炎などの既往歴が多い
のはアレルギー・マーチ6）の考えからすればうな
ずける。中高年者には比較的既往歴のない症例が
多いのは成人発症のアトピー型喘息が若年者のそ
れと少し違う事を示唆しているのかもしれない。
　血清IgE値では加工による免疫能の低下を反
映して中高年例の値が低い傾向が出るのではない
かと考えられていたが，平均値では差は認められ
なかった。
　皮内反応ではハウスダスト陽性率が年令と共に
低くな．り，カンジダの陽性率は逆に高くなる傾向
が認められた。月岡の報告によるとカンジダは，
ハウスダストに比べてIgE抗体が産生されにく
い抗原とされている7）。中高年のカンジダ陽性率
は，カンジダ抗原による感作期間の長さを反映し
ているのかもしれない。
結　　語
　アトピー型喘息患者を0～20才，2ユ～40才，4ユ
～60才，61才以上の各年令別に分け，8項目につ
いて検討を加えた。その結果，中高年（41才以降）
のアトピー型喘息患者では，年令，性別，発症年
令，既往歴，皮内反応の5項目に若干の特徴が認
められた。
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Atopic　asthma　’in　patients　of　middle
or　advanced　・age
Hiroyuki　Araki，　Hikaru　Ki’tani；
］N4ichiyasu　SudQ　and　Yoshiro　Tanizaki
Division　of　Medicine，　Misasa　．Hospital，
Okayama　Unjversjty　Medical　School
　　．ln　o；der　to　elucidate　the　character－
istics’of　atopic　asthma　in　patients　of
middle／　or’　advanced　age　（o’魔?秩@41　years　old），
88　atopjc’≠唐狽?高≠狽奄a@patjents　were　divjded
into　4　groups　according　to　their　ages，
O　・一一t20，　21一一40，　41一一60　and　’over　61　years　old，
and　age，　sex，　age　Qf　ons．e　t，　Past’　history，
family　history，　number”盾?@peripheral　eosind－
phils，．serum　IgE　and　skin　test　were
compared　arhong　these　groups．　The　results
Were　as　follows：
　　Atopic　ashmatig　patients　of　middle　ot
advanced　age　were　1）less　frequent　in　all
asthmatic　patients　of　same　age　group，　2）
more　frequent　in　males　than　in　females，
3）higher　in　averaged．age　of　ons．et，4）
more　frequent　’in　cases　without　other
al　lergic　past　histories，　5）less　frequently
positjve　to　house　dust　and　more　frequent－
ly　positive　to　Candida　and　AsPergillus
jn　skin　test，　6）not　different　jn・family
history，　number　Of　peripheral　eosinophils
and serum　l　gE　compared’to　Qthet　groups．
